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り
 ら れ ず

 に 困
 っ

 て い
 る 問 題

 を
 に

 関 わ
 る 問 題

 が 大
 半 で

 あ る 。 始
 め た 。 

解
 決 し

 よ う
 と

 し
 て

 日 本
 人

 と 外 当
 
然

 、 生
 活 の

 基 盤 で あ る 不 動
 田

 中 社
 長 の

 次 の
 言 葉 が

 好 き
 

国
 人

 が 一
 緒 に 暮 ら

 す シ ェ
 ア ハ

 産
 業 だ

 か ら こ
 そ 解

 決 で き る 課 だ
 。 「 （

 
公

 共 的 な
 空 間 に

 こ だ
 わ

 

住
 宅 評 論 家   本

 
多

 信
 博 

ウ
 ス を 始

 め
 た

 「
 ボ ー ダ

 ー
 レ

 ス
 題

 は 多 い
 。 

る
 理 由

 は
 ） 自

 分
 に は 関

 係 の
 な 

ハ
 ウ ス 」 、 地

 方 で 暮
 ら

 す
 人 を

 
「

 1 階
 が 変 わ れ ば

 、 ま
 ち が い

 
場

 所 だ 、 と
 感 じ

 て し ま う 見 
よ

 く
 ” 地

 域 と 共 に
 歩 む ” と

 ワ
 ー

 、 下 町 の 魅 力
 ね 」 と き さ ） 増 や

 
し

 て 滅
 可 能 性 都 市

 を な 変 わ る 」
 を

 ス ロ ー ガ
 ン に 、 1 た

 く も な
 い 風

 景
 に

 囲 ま
 れ た

 日 
い

 う 言 い 方
 を す る が

 、 来
 年 創

 
く

 す こ と
 を

 ミ ッ
 シ ョ

 ン に
 新 潟 階

 づ く り に
 特 化 し

 た 建 築 設
 計 常

 と 、 関
 心

 を 傾 け
 た り 関 わ

 っ 
業

 7 0 周
 年

 を 迎 え
 る 東 京

 ・
 西 新 

県
 で 移 住

 促 進 事 業 に
 取 り 組 ん

 や
 プ

 ロ デ
 ュ ー

 ス を
 行

 う
 グ ラ

 ン
 た

 り で き る 、 見
 て い た

 い 場 所 
井

 の 北 澤 商
 事 （ 北 澤 敏 博

 社
 長 ） 不

 動 産
 業 は

 も と
 も と 地 元

 と で
 い

 る
 「

 
き

 ら
 星 」 、 神

 戸 を 拠
 ・

 
ド

 レ ベ
 ル

 （
 
東

 京
 都 墨 田

 区
 、 田

 が
 い く

 つ も
 あ る

 風 景 に
 囲

 ま れ
 

は
 間 違 い

 な く
 、 そ

 の 地
 域 と

 共 は
 共 存 共

 
栄

 の 関 係 に
 あ る 。 特

 点
 に 規 格 外 農 産

 物 を
 流 通 さ せ

 中
 元 子 社

 長
 ） と

 い う
 会

 社
 が

 あ た
 日 常 と

 で は 、 そ
 こ を

 通 り か
 

に
 歩 ん で

 き
 た

 。 
に

 北 澤 商 事 の
 よ う に 賃 貸 仲 介

 る
 こ と で フ

 ー ド ロ
 ス 削 減

 に
 取 る

 。 1 階
 に

 誰 も
 が 気 軽

 に 立
 ち か

 る 人
 々  の

 人 生 の 質 に
 違

 い が
 

西
 新 井

 に
 あ

 る 関
 東 石

 除
 け

 三 と
 管 理

 を
 柱 に

 し
 て い る 会 社 は り

 組 む
 「

 八 百
 屋 の

 タ
 ケ シ

 タ 」
 寄

 れ る 私 設 公 民 館
 的 な 「

 
喫

 茶 出
 て く

 る
 」 （

 
著

 害 『
 1 階

 革 命
 』 

大
 師 の

 西
 新 井

 大
 師 で

 2 月
 2 
地

 元 の 繁 栄 こ そ が 会 社 の
 存 続 な

 ど 枚 挙 に い と ま が な い 。
 ラ

 ン ド
 リ ー

 」
 を 1 8 年

 、 地
 元 の ま

 え が
 き よ

 り ）
 
。

 
日

 、 恒
 例 の 豆 ま き 式 が

 行 わ
 れ に

 つ な が る 。 7 0 年
 近 く も

 こ の
 考

 え て み れ ば 社 会 課 題 の
 多 都

 営 新 宿 線 森 下
 駅 近 く に 開 設 

同
 社 長 は 、 公

 共 的 ス
 ペ ー

 ス
 

た
 。 本

 堂 で
 追 ← （

 
つ

 い
 な ） の

 
は

 事 務
 所 の

 前 に ベ
 ン

 チ を
 置 い

 
厄

 払
 い を

 受 け
 た

 年
 男 ・

 年
 約

 地
 域

 に
 貢

 献
 し

 、 共
 に

 歩
 む 

た
 り 、 コ

 ー ヒ
 ー を

 ふ る ま っ
 た 

2 0 0 人
 
が

 本 堂
 前 に 設 け

 ら
 れ 

り
 す る

 だ け で
 も

 実 現
 で き る と

 
た

 特 設
 台 か ら 豆

 を ま い
 た

 が 、 
今

 
年

 は 梅 沢 富 美 男 氏 、 大
 
相

 撲 
豆

 ま き
 式 に

 見 た
 地 元

 パ ワ
 ー

 
言

 う 。 そ
 う い え ば

 、 西
 新 井

 大
 

の
 玉 ノ 井

 
親

 方 な ど も 参 加 し て 
多

 く
 の

 参 拝
 客 の

 歓 声
 を 浴

 び
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 人
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 た め
 に

 
地

 で 商
 売 を 続 け

 て 来
 ら れ た

 秘 
訣

 は 、 創
 業 以 来

 一
 貫 し て 「

 
豆

 ま き 式
 の

 あ
 と 参 道

 に
 あ

 る
 用

 第 一
 」 を

 経 営 理 念 と し て き 
老

 舗 料
 理 屋 「

 清 水 屋 」
 で

 開 か
 た

 か ら だ が 、 そ
 れ は 単 な る お 

れ
 た 祝

 賀 会
 に は

 地
 元 の

 商 店
 題

 目 で
 は な

 く 「
 
無

 限 の
 財 産

 と 
主

 、 消
 肪 団 、 議

 員 、 名
 士 な ど な

 る " 倍
 用 " が

 あ
 る か

 ら こ 
約

 1 0 0 人
 近 く が 参 加 。 上

 
座

 そ
 、 世

 間 様
 の

 お 役 に
 立

 て て い
 

に
 は 招 か

 れ た
 西

 新 井 審 察
 署 る

 」
 と い

 う 北
 澤

 会 長
 の

 念
 を

 
長

 、 俳
 優 の

 林 与 一
 氏 、 玉

 ノ
 
井

 
部

 屋 の 先 代 と 現 親 方 、 部
 
屋

 の 社
 員 全

 員
 で

 共 有
 し

 て
 い

 る か
 ら

 
で

 あ る
 。 

力
 士

 ら が 並
 ぶ 。 ア

 ト ラ
 ク

 シ ョ
 
社

 会
 課

 題
 を

 解
 決

 
ン

 で は
 女

 形 に 扮 し
 た

 梅 沢 氏
 の 

あ
 で や か な 舞 に 続 き 、 無

 子 舞 
近

 年
 の ビ

 ジ
 ネ

 ス
 界 に

 は 注
 目

 
が

 笛 ・
 太 鼓 の 音

 に 乗
 っ

 て 会
 場 す

 べ
 き ト

 レ
 
ン

 ド
 が あ

 る 。 そ
 れ 

を
 練 り

 歩 く な ど
 会 を

 盛 り
 上

 げ は
 「

 社 会 課 題
 を

 解 決
 し

 
よ

 う と
 

た
 。 北

 澤 商 事 の
 北 澤 艶 子

 会 長 す
 る 起

 業 家
 が

 ビ
 ジ ネ

 ス と
 し て

 
は

 筆 者
 に

 「
 こ れ

 が
 地

 元
 パ

 も
 成 功 し

 
始

 め た
 」 と

 い
 う も の

 

ベ
 ン

 チ が 置 か
 れ

 て
 い る

 。 ま
 

た
 、 同

 社 6 5 周
 年

 を 記 念
 に 開 設

 
し

 た 「
 
ブ

 ッ ク カ
 フ ェ

 ・ ハ
 レ

 キ 
タ

 ザ ワ 」
 で

 も 入
 り

 
口

 の 前
 に 白

 
い

 ベ
 ン チ

 と
 チ

 ェ
 ア が

 置 か
 れ て

 
い

 る し
 、 3 0 0 円

 の
 コ ー

 ヒ
 ー 

が
 飲 み

 放 題
 で

 一
 日 中

 過 ご す
 こ

 
と

 も で き る 。 
地

 元 住 民 の
 交 流

 を 活
 発 化

 
し

 、 日
 常 を

 楽 し
 く 、 人

 生 を 豊
 

か
 に す

 る た
 め

 に パ
 ブ

 リ ッ
 ク

 な 
空

 
間

 を
 提 供 す る 北

 澤 会
 長 の

 思 
想

 は 田 中
 社 長 と 共 通 す る 。 そ

 
し

 て そ の
 想 い

 は
 来 年 4 月

 に
 社

 

豆
 ま き 式 を 終 え て の 記 念 撮 影 。 境

 内 に
 は 多 く の 屋

 台 が 
並

 ん だ （
 
写

 真 右 か ら 北 津 艶 子 会 長 、 孫
 の 北 港 龍 一 氏 、 

笠
 者

 、
 龍 一

 氏 の
 妻 緒

 さ
 ん

 ） 

長
 に 就 任

 す る 3 代
 目 の

 北
 澤 龍

 
一

 氏 に 引 き 継
 が

 れ る こ と
 に な 

る
 。 
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